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組織の基本概要組織の基本概要

学部 究

1.大学

とは 大学が掲げる教育理念 目標を実現すること

3.FDポリシー

• 5学部6研究科

• 松江・出雲の2キャンパス

• 学生数…6,194名

FDとは，大学が掲げる教育理念・目標を実現すること，

学生の学習成果を最大限に高めることを目的とし
て，授業やカリキュラムの改善・質向上および組
織の整備・改革，を組織的に行う取組の総称であ
る そ 際 れま 日常的に行われ る教育

学 数 , 名

（学部5,386／院808）

• 教職員数…1,678名
（役員9／教員749／職員414／医療職員506）

る。その際，これまで日常的に行われている教育
改善のための営み・対話をFDの本質的営為とし

て位置づけるとともに，それらを教員と職員の協
働，学生の参画を通じて実現するものとする。

（役員9／教員749／職員414／医療職員506）

企画 実施 評価の3部門

2.教育開発センター 4.全学FDの軌跡

• 企画・実施・評価の3部門

• 教育・学生担当副学長をセンター長に専任教員3
名（各部門1名）体制

• 各部局より運営委員，兼任教員を選出

■第1期：2004年12月～

⇒定食メニューの形式実施

■第2期：2006年8月～

• 主な業務は，全学教育システムの整備，教養教
育の運営，FD，学生調査，評価，全学教育プログ
ラムの運営，外部資金の獲得・運営，授業など

• 外部資金（2つ）により人員補充（有期雇用）

⇒Learning Based＆Evidenc Basedの強化

■第3期：2008年4月～

⇒＋ボトムアップ型教育改善・FDの強化

■第4期：2009年4月～
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• 外部資金（2つ）により人員補充（有期雇用）

（助教1名，研究員1名，事務職員3名）

■第4期：2009年4月～

⇒＋教職協働，ICT，ネットワークの強化

学生の学びを中心に据えた教職員ネットワークの構築とFDの組織化－山陰地域のFD拠点化に向けて－

FD評価システムの開発・構築（多角的評価・点検・改善）

国立大学法人島根大学が，先進的ＦＤの推進・組織化のため，地域の教育力向上のハブとなって，明確なエビデンスに基づき（Evidence Based），
学生の学びを中心に据えた（Learning Centered），包括的・実質的なFDを実践する。

島根大学学外FDネットワーク

学生

①学生参画プロジェクト

全学FDネットワーク

島根大学学外 ネッ ワ ク

・大学教員教育研修のための

全国FDネットワーク

人
材
交
流

②教育調査プロジェクト

①学生参画プロジェクト
「キャンパス・ゼミナール・ネットワーク」による高大接続事業や「We cam プロジェクト」による（正課）

教育改善事業

大学教員教育研修のための
モデル拠点形成（京都大学）

・若手FD研究者ネットワーク運
営委員会（京都大学）

・FDプログラムの構築支援と
流
、
共
同
研
究
等

教職員

③教養教育・教育改善プロジェクト

■学生パネル調査
■卒業生・修了生調査

■教職員ヒアリング・ニーズ調査

FDプログラムの構築支援と
FDerの能力開発に関する研究

（国立教育政策研究所）

地域FDネットワーク 等
／
情
報
交
換
・共

③教養教育・教育改善プロジェクト
■教養教育ユニット 教養教育の体系化（ポリシー，シラバス等）に関する諸活動
■教育改善支援ユニット 授業評価アンケート（ミクロ）や島大GP（ミドル）等に関する諸活動
■カリキュラム改善ユニット 初年次教育や補完教育等のプログラム（カリキュラム）改善活動
■FD企画・実践ユニット 授業公開や新任教員研修，TA研修，各種FDに関する諸活動・島根県立大学3キャンパス（浜

田・出雲・松江）との連携強化

地域FDネットワーク
山陰地区FD連絡協議会等

共
有

④ICT活用実践プロジェクト
大学教育DB（データベース）の構築やLMS（ラーニング・マネジメント・システム）の導入，Web公開授

業等ICT（Information Communication Technology）を活用した実践事業

⑤地域連携プロジェクト

・松江高専や鳥取県内の大学等
へと規模を拡張

・高大接続推進協議会（県立高
校進路指導部長，入試・外国語・
教育開発センターで構成）等高
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情報の交換・共有や教員（人材）交流，共同研究事業や合同フォーラム等に関する連携事業
教育開発センタ で構成）等高
校との連携強化

本事業における教育改善・本事業における教育改善・FDFDの構造の構造（認識（認識××視点視点××方略）方略）

高校
(高大接続協議会)

学内
山陰

(山陰地区FD連絡協
議会)

全国
(FDer，JFDN)

←ネットワークのレベル

FDの対象（組織→）
〃 （内容↓）

ミクロ
（個別）

推進方略
ミドル

（学科・学部）
推進方略

マクロ
（全学）

推進方略

↓FDの方略(日常型×イベント型)

議会)

ミクロ
(授業)

・個別授業支援WG
・授業公開

LMS ・部局内授業公開
・学生・院生研修

相互研修会
TA・メンター研修会

・授業アンケート
・授業公開改善WG

・教員研修
・ICT活用実践PJ

・学生参画PJ

新任教員研修会
ワークショップ

ミドル
(カリキュラム)

～
マクロ

(システム)

・優良教育実践表彰 広報物 ・島大GP
・初年次教育PG
・１年次教育PG

相互研修会
プログラム公開
ガイドライン作成

効果検証

・教養教育ユニット
・補完教育WG
・学生調査PJ
・全学教育PG

シンポジウム
講演会

フォーラム

(システム)

Learning Based Evidence Based ←FDの視点

協働研究 教職協働 学生参画 相互研修

←FDの認識基盤
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協働研究 教職協働 学生参画 相互研修



【【PJ1PJ1】】学生参画プロジェクト学生参画プロジェクト（統括責任者：山田）（統括責任者：山田）

キャンパスゼミナール・ネットワーク
（キャンゼミ）

ゼミ活動

プロジェクト活動

ゼミ活動
「学生交流」（高大接続）

「進化する大学生」が「未来の大学生」を
作る「授業『大学』」のプロジェクト

「コア・ゼミ」基幹となるゼミ

定例会 大学 大学生 大学 「We cam プロジェクト」（正課）
本学の教育改善に関する行事（We are 
島大生!）の企画運営と広報物の作成。

週１回の定例会で，大学や大学生，大学
生活についてディスカッションする。

「プロ・ゼミ」キャリアアップをめざすゼミ

期間集中ゼミで，プロジェクト活動に必要
なスキルを身につけていく。

「情報発信」
大学発，地域発の情報をさまざまなメディ

アを通して発信するプロジェクト

「地域活動」（地域貢献）

イベント企画を通して地域や松江の「まち
なか」活性化に取り組むプロジェクト
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【【PJ2PJ2】】教育調査プロジェクト教育調査プロジェクト
（統括責任者：山田）（統括責任者：山田）

実践例①：島根大学卒業生・修了生調査2008の枠組（継続事業）

客観的事実（進路・成績）

進路選択状況

基本属性
…問1・2（共通）

自己（態度・能力）に対する評価

学生生活全般に対するコミットメント

…問3・4（共通）

学生生活全般に対するコミットメント
…問6・7（問5）在学時の成績

…問5（なし）

他者（大学・教育）に対する評価

学習成果（ラーニング・アウトカム）
…問10（問8）

教育・学習環境に関する満足度
…問8・9（問6・7）

学部独自項目
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＊カッコ内は大学院版の設問番号

学部独自項目
（任意設定）

スループット

実践例②：学生パネル調査の枠組～「学習者としての育ちの基盤」を掴むために～（新規事業）

授業経験

インプット 授業観・学習観

成績

アウトプット

入学事情

学習成果(LO)

日常習慣
力を入れた活動

進学動機

意欲

満足度

入学事情

力を入れた活動
不安・心配事

満足度

4年次(2012年4月)

卒業時(2013年1～3月)

2年次(2010年4月)

3年次(2011年4月)

共通項目 独自項目

第1次調査の回収
率は「約97%」

入学時(2009年4月)

入学時 授業経験
日常習慣

学習成果（成果＋ニーズ）
授業観・学習観、意欲

進学動機、入学事情

2年次

成績 満足度 適応度
3年次
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不安・心配事
力を入れた(い)活動

卒業後の進路

成績、満足度、適応度
4年次

卒業時

【【PJ3PJ3】】教養教育・教育改善プロジェクト教養教育・教育改善プロジェクト（統括責任者：森）（統括責任者：森）

学士課程教育 教育改善支援ユニット
質保証システム

教養教育ユニット
質保証システムの導入を踏まえ教養教育の体

教育改善支援 ット

島大GP-WG
公募型学部教育改善支援事業

公募型研究改善支援WG
ミクロFD支援としての授業研究協働事業

質保証システムの導入を踏まえ教養教育の体
系化を図る。

授業評価アンケートWG
公従来の取り組みの見直し・改善

授業公開改善WG
公従来の取り組みの見直し・改善

カリキュラム改善ユニット FD企画・実践ユニット

初年次教育WG
島大初年次教育ガイドラインに沿って
構築されたプログラム。統一の効果検

証，授業公開等実施。

１年次教育WG
多様な入学者の諸問題を初年次
教育，補完教育，専門基礎教育科
目の３教育プログラムをサポート

FDプログラムの開発・実施

・新任教員研修会やTA研修会など，特定の対
象者への研修。
・特定の教育ニーズに特化したスキルアップ・

補完教育WG
TAを多く配置し，少人数制およびレベ
ル別の細かいサポートを実施。今年度

は数学で試行。

目の３教育プ グラムをサポ ト
する人的ネットワークで早期に発
見，適切にサポート。１年次の質
の保証が目的。センターと学部の

協働研究事業。

プログラム（研修／ワークショップ）。
・部局の日常的かつ個別の取り組みを相互に
報告・共有する相互研修会。
・高等教育事情や他大学の動向・事例に関す
る知識伝達型の講演会・シンポジウム。
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は数学で試行。



実践例①：学部教員，センター教員，職員，学生院生一体による分野別実践例①：学部教員，センター教員，職員，学生院生一体による分野別FDFDの推進の推進

チューター制・担任制

Faculty Development

分野教員

スタートアップ・サポートネットワーク

分
野
メ

学
部
・
教

一年次教育
大

専門基礎
教育科目

初年次教育
(技能・態度）

補完教育
（知識）

メ
ン
タ
ー
（学
部

教
育
入
試
企

学
生
支
援

学
院
生
・学
部

教育科目
（知識）

(技能 態度） （知識）
部
生
・
院
生
）

画
課
職
員

援
・

部
生
教
育
・

教育開発センター教員
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初年次教育を核にした一年次教育モデル（物理分野）

＊森朋子（教育開発センター）作成

【【PJ4PJ4】】ICTICT活用実践プロジェクト活用実践プロジェクト（統括責任者：家島）（統括責任者：家島）

H21

•データベースの構築

•LMSの構築、ICTの活用

•Web公開授業

DB

構築

学内外のFD情報を提供
（島根大学内FDネットワーク、
大学間FDネットワークの構

築に向けて／学生・教職員
への情報提供）
定期的活動報告

優れた授業をWeb上公開
（教員へのイノベーション）
島根県立大学との連携
（山陰FDネットワーク）
京都大学との連携
（全国FDネットワ ク）

H22‐24

•維持・管理

•コンテンツの拡充

•改善

•総括評価

データベース

Website LMSWeb

定期的活動報告
（学内外への情報発信）

（全国FDネットワーク）

H25

•総括評価

•モデル構築

•研究成果の発信

ラーニング・マネージメント・システム
ウェブ

ウェブサイト

構築

LMS

構築

Web

公開授業
教職員
連携

ICT
授業改善サポート
（現在行われているFD活動

の進捗状況や評価結果の
情報等が相互確認できるシ

新たな学びの形態を提供
（教員の授業力、学生の学
ぶ意欲を支援）

教職員ネ トワ ク形成
大学間連携

学部間
連携情報コミュニケーション技術

活用
情報等が相互確認できるシ
ステムの導入）
授業改善マニュアル作成

教職員ネットワーク形成
の支援ツールを提供
（教職員交流の促進）

カ テ デ ベ プメ ト
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オンラインFDネットワークの構築
FD： ファカルティ・ディベロップメント
DB: データベース
LMS: ラーニング・マネージメント・システム
ICT： 情報コミュニケーション技術

＊家島明彦（教育開発センター）作成

【【PJ5PJ5】】地域連携プロジェクト地域連携プロジェクト（統括責任者：山田）（統括責任者：山田）

「国立大学法人島根大学と 立大学法人島根県立大学と 教育 質向• 「国立大学法人島根大学と公立大学法人島根県立大学との教育の質向
上に係る連携に関する覚書」の締結（2009年3月17日）

• 「山陰地区FD連絡協議会」の設置山陰地区 連絡協議会」 設置

• ≪目的≫協働して教育の質保証及び向上を図り，地域の大学教育力の
向上に資すること向上に資すること

• ≪主な事業内容≫

（1）大学教育の改善に係る情報の共有等に関すること（情報）（1）大学教育の改善に係る情報の共有等に関すること（情報）

（2）FDプログラムの共同開発及び実施に関すること（教育方法）

（3）教育プログラムの企画及び実施に関すること（教育内容）

（4）教育評価 効果検証に係る情報の共有及び実施に関すること（教育評価）（4）教育評価・効果検証に係る情報の共有及び実施に関すること（教育評価）
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最後に最後に……

今日は 島根大学（教育開発センタ ）における全学 の取り組みに• 今日は，島根大学（教育開発センター）における全学FDの取り組みにつ
いて報告させてもらいました。

• ここには，まだ着手したばかりのものやこれから着手していくものも含まここには，まだ着手したばかりのものやこれから着手していくものも含ま
れています。

• 故に，まだまだ十分に練りきれていない部分もありますので，本事業を通
じて精度を高めていきたいと思いますじて精度を高めていきたいと思います。

ご静聴ありがとうございました。
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